
県広報
特集/21世紀をめざす

富山県農業の展開



森の中の遊歩道v 

満開の桜並木a‘ 

君

τERVlEW 

目指すは羽生七冠王
小学生将棋名人戦優勝

肌
帰
国
T中平

「
決
勝
で
勝

っ
た
瞬
間
は
、
ゃ
っ

た
!
と
思
い
ま
し
た
」
と
、

三
月
に
行

わ
れ
た
第
二
十

一
回
小
学
生
将
棋
名
人

戦
で
、
全
国
の
小
学
生
の
頂
点
「
こ
ど

や
す
し

も
将
棋
名
人
」
に
輝
い
た
中
平
寧
君

(
富
山
市
立
長
岡
小
学
校
五
年
)
。

お
父
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
で
五
歳
か
ら

将
棋
を
始
め
た
中
平
君
で
す
が
、
小
学

生
に
な

っ
て
か
ら
星
井
町
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
将
棋
ク
ラ
ブ
に
入
部
し
て

惨

め
き
め
き
上
達
。
同
将
棋
ク
ラ
ブ
で
は
、
北
野
悦
郎
さ
ん
(
県
将
棋
連
盟
虻
島

一戸一

ム
去

副
支
部
長
)
が
指
導
す
る
北
野
研
究
会
に
所
属
し
、
明
日
の
プ
ロ
棋
士
を
」
盟

ィ
ru

目
指
す
小
学
生
た
ち
と
と
も
に
腕
を
競
い
合

っ
て
い
ま
す
。
「三
年
生
に
白
柳

な
る
頃
に
は
、
お
父
さ
ん
に
も
勝
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
和
田

県
内
の
大
会
で
優
勝
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
将
棋
を
指
す
の
が
だ
ん
だ
ん
優
描

楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
」
。

さ
て
、
小
学
生
名
人
戦
は
西
日
本
と
東
日
本
の
各
ブ
ロ

ッ
ク

に

分

か

れ

佐

て
の
予
選
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
西
日
本
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
出
場
し
た
中
平
君
は、

七
戦
全
勝
と
い
う
完
壁
な
内
容
で
予
選
を
通
過
。
東
京
の
N
H
K
ホ

l
ル

で
行
わ
れ
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
東
日
本
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
勝
ち
上

が
っ
た
東
京
の
小
学
生
を
連
破
し
て
、
見
事
栄
冠
を
子
中
に
し
ま
し
た
。

「
予
選
で
は
危
な
い
対
局
が
あ
り
ま
し
た
が
、

決
勝
で
は
思

い
ど
お
り
の

将
棋
が
指
せ
ま
し
た
。
両
親
に

「お
め
で
と
う
』
と
声
を
か
け
ら
れ
た
と

き
は
、
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
」
と
に
っ
こ
り
。

中
平
君
が
将
棋
ク
ラ
ブ
に
行
く
の
は
月
二
回
。
時
間
が
あ
れ
ば
北
野
先

生
の
家
で
指
導
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
も
っ
ぱ
ら
自
宅
で
将

棋
の
研
究
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
「
先
生
に
は
、
い
つ
も
終
盤
の
力
を

つ
け
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、

詰
め
将
棋
を
た
く
さ
ん
解
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
。

放
課
後
は
い
つ
も
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
。
「
初
め
の
頃
は

フ
ァ
ミ
コ
ン
で
よ
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、

今
は
外
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
た

り
し
て
遊
ぶ
方
が
好
き
で
す
」
と
微
笑
む
そ
の
表
情
は
、

将
棋
日
本

一
と

い
う
よ
り
も
ど
こ
に
で
も
い
る
普
通
の
小
学
五
年
生
。
将
来
は
羽
生
さ
ん

の
よ
う
な
強
い
棋
士
に
な
り
た
い
、
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
中
平
君
。

近
い
将
来
、
羽
生
七
冠
王
と
対
局
す
る
雄
姿
を
見
た
い
も
の
で
す
。

禄の散策スボッ
-県民公園頼成の森一
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ト

レポーター:富山県総合衛生学院
(表紙の人)

大自然の中でフィールドアスレチック企

今
回
私
、が
訪

れ
た
県
民
公
園

頼
成
の
森
は
、

県
を
代
表
す
る

自
然
観
察
と
森

林
浴
の
メ
ッ
力
。

さ
っ
そ
く
、
頼

成
の
森
の
野
越

さ
ん
に
園
内
を

案
内
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

小
高
い
丘
の

上
に
建
つ
木
造
の
美
し
い
建
物
、
が
グ
森
林
科
学
館
ぺ
こ
こ
に
は
、
森
林
の
生
態
が

分
か
る
映
像
や
木
の
植
栽
か
ら
伐
採
ま
で
を
示
し
た
パ
ネ
ル
、
木
に
ま
つ
わ
る
ク

イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
私
た
ち
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
森
林
に
つ

い
て
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
森
の
日
暮
れ
か
ら
明
け

方
に
か
け
て
を
、
野
鳥
や
動
物
の
声
な
ど
で
体
験
で
き
る
グ
森
の
オ
ー
ル
ナ
イ
ト

シ
ア
タ
ー
'
が
私
の
お
す
す
め
。

野
外
は
、
百
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
大
な
森
林
公
園
で
す
。
こ
と
に
は
総
延
長

十
六
キ
ロ
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
小
一
時
間
散
策
す
る
も
よ
し
、
丸
一

日
か
け
て
本
格
的
に
自
然
と
触
れ
合
う
も
よ
し
、
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
日
躍
や
祝
日
に
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
に
よ
る
自
然
解
説
も
行
わ
れ

る
そ
う
で
す
。
私
も
今
度
ゆ
っ
く
り
森
林
浴
を
楽
し
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

さ
て
、
頼
成
の
森
の
最
大
の
目
玉
は
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ

ブ
や
ス
イ
レ
ン
な
ど
五
百
八
十
品
種
、
約
七
十
万
株
が

植
栽
さ
れ
て
い
る
水
生
植
物
園
。
毎
年
六
月
中
下
旬
に

開
催
さ
れ
る
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
祭
り
は
、
多
く
の
人
々
で

賑
わ
い
ま
す
。
私
が
訪
れ
た
と
き
は
、
水
生
植
物
園
、
が

彩
り
を
見
せ
る
に
は
時
期
が
早
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
代
わ
り
満
開
の
桜
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
広
場
、
芝
生
広
場
な
ど
も
あ
り
、
家
族
連
れ
に

も
最
適
。
皆
さ
ん
も
、
頼
成
の
森
で
大
自
然
を
思
い
つ

き
り
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

C ONTENTS 
6月号もくじ

夜の森を体験できる「森のオールナイトシアターJa‘ 

場 戸庁 砺j良市頼成

休 園田
なし (ただし、森林科学館は

火曜日、祝日の翌日が休館)

電 言百 fr 0763 (37) 1540 

※6/21 ~6/30は、とやま緑化祭のテ ーマ会場とし
て、 ハナショウブ祭りのほかイ ベントを開催
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e.4月.19日

“地方集権"の推進に向けて
富山一日地方分権委員会

分方

政
府
の
地
方
分
権
推
進
委
員

同

会
の
二
日
地
方
分
権
委
員
会
」

』

が
四
月
十
九
日
、
富
山
第

一
ホ

同

テ
ル
で
県
民
ら
約
五
百
人
を
集

ド

i

め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

r
ii

こ
れ
は
、
同
委
員
会
が
中
間
報
告
を
橋
本
総
理
に
提
出
し
た
こ
と
を
節
目
と
し
て
、

あ
ら
た
め
て
地
方
分
権
に
対
す
る
地
方
の
意
見
を
把
握
す
る
た
め
に
行

っ
た
も
の

で
、
委
員
会
側
か
ら
七
名
、
地
元
か
ら
は
中
沖
知
事
、
正
橋
富
山
市
長
、
富
樫
立
山
町

長
ら
九
名
が
出
席
。
ま
ず
、
諸
井
委
員
長
が
「
地
方
分
権
に
対
し
て
広
く
国
民
の
理
解

を
得
な
が
ら
、
年
内
に
具
体
的
な
指
針
の
勧
告
に
向
け
審
議
を
進
め
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
中
沖
知
事
は
、
県
が
市
町
村
に
三
百
を
超
え
る
事
務
移
譲
を
行
っ
た
こ
と

に
触
れ
な
が
ら
、
「
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
か
つ
十
分
な
権
限
は
本
来
地
方
団
体

に
集
中
し
て
あ
る
べ
き
L

と
い
う
か
地
方
集
権
。
の
考
え
を
強
調
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
地
元
出
席
者
か
ら
は
、

「地
方
へ
の
権
限
移
譲
の
際
に
は
、
地
方
財
源
の
確

保
が
必
要
(
正
橋
富
山
市
長
)
」
、
「
地
域
に
密
着
し
た
公
的
施
設
に
は
、
地
域
に
応
じ

た
基
準
が
あ
っ
て
い
い
(
金
岡
富
山
女
子
短
期
大
学
教
授
)

L

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

宇
品

!
)
h
~
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
同
委
員
会
に
よ
っ
て
地
方
分
権
の
推
進
に
向
け
た
よ

り
強
い
働
き
か
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

e4月22日

人類の遺産を未来に
「白川郷・五箇山合掌造り集落」

世界遺産登録記念式典

企囲炉裏を囲んでの世界文化遺産保全会議(平村)

昨
年
十
二
月
に

ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
白
川

郷

・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
」

の
世
界
遺
産
登
録
記
念
式
典
が

四
月
二
十
二
日
、
平
村
、
上
平
村
、

岐
阜

・
白
川
村
の
三
村
を
つ
な
い

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
村
相
倉
集
落
で
行
わ
れ
た

記
念
碑
除
幕
式
で
は
、
中
沖
知

事
、
梶
原
岐
阜
県
知
事
、
中
村
平

村
長
、
岩
瀬
上
平
村
長
、
高
桑
白

川
村
長
、
地
元
集
落
の
子
ど
も
た
ち
が
記
念
石
碑
を
除
幕
。
続
い

て
、
合
掌
造
り
民
宿
で
第
一
回
の
飛
越
世
界
文
化
遺
産
保
全
会
議

か

や

ぶ

が
両
県
知
事
お
よ
び
三
村
長
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
「
茅
葺
き
な

ど
の
技
術
を
伝
承
す
る
た
め
、
専
門
職
を
養
成
す
べ
き
」
、
「
統
一

し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
と
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
」

な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
県
白
川
村
荻
町
の
白
川
八
幡
宵
に
場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
た
記
念
式
典

で
は
、
三
集
落
の
代
表
が
「
貴
重
な
文
化
遺
産
を
一
致
団
結
し
て
継
承
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
表
明
。
続
い
て
、
記
念
祝
賀
会
が
上
平
村
の
「
さ
さ
ら
館
L

で
催

さ
れ
、
世
界
遺
産
登
録
を
契
機
に
富
山
・
岐
阜
両
県
共
同
で
製
作
し
た
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
映
像
を
鑑
賞
し
た
後
、
鏡
開
き
で
登
録
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
五
箇
山

民
謡
保
存
会
に
よ
る
民
謡
披
露
が
お
祝
い
ム

l
ド
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

今
後
両
県
お
よ
び
三
村
が
協
力
し
て
、
人
類
の
遺
産
と
な
っ
た
「
合
掌
造
り
集

落
」
の
保
全
・
継
承
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

。 白川郷五箇山の合戦明世界遺産量

企三村代表による決意表明(白川村)

企鏡聞きで登録を祝う(上平村)

華やかに閉幕

e4月20日

花、主緑のエキスポ、

2 

.A.余地方集権砂を強調する中沖知事

開幕

第
十
三
回
全
国
都
市
緑
化
と
や
ま
フ
ェ
ア
「
彩
り
と
や
ま
緑
化

祭
%
」
が
凶
月
二
十
日
、
砺
波
チ
ょ

l
リ
ッ
プ
公
園
で
閉
幕
し
ま

し
た
。

「彩りとやま緑化祭'96J

同
公
園
の
メ
イ
ン
ゲ

l
ト
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
中
沖
知
事
、
由
良
建
設
省
都
市
局
審
議
官
、
佐
藤

高
岡
市
長
、
岡
部
砺
波
市
長
ら
が
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
幕
を
祝

い
ま
し
た
。
開
会
式
は
、
砺
波
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
約
千
二

百
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
主
催
者
を
代
表
し
て
中
沖
知
事
が

「県
民
総
参
加
の
こ
の
緑
化
祭
を
、
日
本
一
の
花
と
緑
の
県
づ
く

り
を
進
め
る
う
え
で
の
契
機
と
し
た
い
L

と
あ
い
さ
つ
。
砺
波
市

内
の
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
、
「
花
と
緑
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
を
会
場

に
呼
び
か
け
た
後
、
砺
波
市
の
声
楽
家
、
安
念
千
重
子
さ
ん
や
地

元
の
中
学
生
ら
が
、
緑
化
祭
の
テ

l
マ
ソ
ン
グ
「
い
つ
ま
で
も
」

を
大
合
唱
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

同
フ
ェ
ア
は

「ま
ち
・
ひ
と
・
く
ら
し
花
あ
る
人
を
育
て
る
緑
」

を
開
催
テ
ー
マ
に
、
四
つ
の
テ
!
?
会
場
(
砺
波
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ

公
園
県
中
央
植
物

園
県
民
公
園
太
関

山
ラ
ン
ド
県
民
公

園
頼
成
の
森
)
と
二

つ
の
メ
イ
ン
会
場

(
高
岡
古
城
公
園

高
岡
お
と
ぎ
の
森

全国都市緑化とやまフェア

公
園
)
の
花
の
見
頃

を
つ
な
い
で
開
催
。

百
三
十
五
日
間
に

わ
た
っ
て
花
と
緑

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

全
国
へ
、
そ
し
て
未

来
へ
向
け
て
発
信

し
ま
す
。

V華やかなパレード平成8年4月11日-5月10日

父母のための就職ガイダンス

知事のまちまわり(富山市

富山一日地方分権委員会

第13圏全国都市緑化とやまフェア開幕

('"'"' 9月1日)

白川郷・五箇山合掌造り集落世界遺産

登録記念式典記念碑除幕式

立山カルデラ砂防博物館(仮称)着工式

全国花のまちづくりシンポジウム宮山大会

富山県中央植物園全面開園

吉峰グリーンフェスティバル('"'"'29日)

銀座みゆき通り「チューリップカー

，くット」

春の叙勲伝達式

北陸新幹線建設促進富山県民総決起大会

第47園富山県植樹祭

--16日)

4月16日

4月15日

4月19日

4月20日

4月22日

4月24日

4月25日

4月26日

4月28日

4月29日

5月7日

5月8日

5月10日

3 



特集

マ美味し い米づくりを目指した土づくり(堆肥散布)

ざす
展開

ガ
ッ
ト

・
ウ
ル
グ
ア
イ

・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
合
意
に
よ
る
農

産
物
の
輸
入
拡
大
や
、
新
食
糧
法
に
基
づ
く
新
た
な
米
の
流

通
制
度
の
実
施
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
一
層
の
市
場
原
理
の
導
入
や
産
地
間
競
争
の
激
化

、か
見
込
ま
れ
、
農
業
・
農
村
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
受
け
て
、
県
で
は
平
成
三
年
に
策

定
し
た

『
二
十
一
世
紀
を
め
ざ
す
富
山
県
農
業
の
展
開
ー

ア
グ
口
ピ
ア
引
|
』
を
今
年
三
月
に
改
訂
し
ま
し
た
。

『改
訂
ア
ク
ロ
ピ
ア
剖
』
は
、

⑦
美
昧
し
い
富
山
米
の
低
コ
ス
ト
生
産
体
制
の
確
立

⑧
稲
作
と
園
芸
や
畜
産
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
産
構
造

の
実
現

⑧
地
域
や
集
落
に
適
し
た
営
農
体
制
と
力
強
い
震
業
経
営

の
確
立

⑨
流
通
・
消
費
動
向
に
即
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
展
開
の

促
進

⑧
住
み
や
す
く
、
活
力
に
満
ち
た
農
山
村
の
実
現

の
、
五
つ
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
富
山
県
農
業
の
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
方
針
を
実
現
す
る
た
め
の
県
の
取
り
組
み
を
中
心

に
紹
介
し
ま
す
。

企 「改訂アグロピア 21J

富
山
米
の
生
産

∞
評
価
の
高
い
富
山
米

平
成
七
年
産
の
富
山
米
は
、
消
費
地
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
農
林
水
産
省
食
糧
事
務
所
調
べ
の
米
の
検
査
成
績
で
は
、

富
山
県
は
米
の
一
等
比
率
が
全
国
一
位

(九
四
・九
パ
ー
セ

ン
ト
)

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

H
本
穀
物
検
定
協
会
の
食
昧
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
、
富
山
県
全
域
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
が
新
潟
県
魚
沼
地
区
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
な
ど
十
三
銘
柄
と
並
ん
で
、
最
高
級
の

「特
A
」
に
ラ
ン
ク
き
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
特
定

地
域
で
は
な
く
県
全
域
を
産
地
と
す
る
も
の
と
し

て
は
唯

一
の

「特
A
」
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
主
流
通
米
の
入
札
取
引
市
場
で
も
、

他
県
の
各
銘
柄
が
苦
戦
す
る
な
か
で
、
富
山

コ
シ
ヒ

カ
リ
は
人
気
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
農
業
者
や
農
業
団
体
の
皆
さ
ん
が
、

美
味
し
い
米
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
努
力
の

た
ま
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

∞
園
芸
の
現
状

富
山
県
の
耕
地
は
、
そ
の
九
六
パ

ー
セ

ン
ト
が
水
田
で
あ
り

(
水
田
率
全
国

一
位
)
、
平
成
六
年
の
農
業
粗
生
産
額
の
七
九

パ
ー
セ
ン
ト
を
米
が
占
め
て
い
ま
す
。一

方
、
野
菜
な
ど
の
園
芸

の
生
産
額
は

一
O
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
、
近
年
は
自
給
率
も
低
い

の
が
現
状
で
す
(
野
菜
の
県
内
自
給
率

一
一一一一一パ

ー
セ
ン
ト
)
。

こ
の
た
め
、
米
の
生
産
に
園
芸
を
取
り
込
ん
だ
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
生
産
構
造
の
実
現
を
目
指
し
、
農
家
経
営
の
安
定
を
凶
る
と

と
も
に
、
県
民
に
良
質

・
新
鮮

・
安
全
な
県
内
産
園
芸
特
産
物
の

安
定
供
給
を
行
う
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

@
日
本
一
美
味
し
い
米
づ
く
り

を
目
指
し
て

県
で
は
、
美
味
し
い
米
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め、

「水
と
人
の
幸
富
山
米
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
次

の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
品
質
・食
味
と
関
係
の
深
い
水
分
、
臼
さ
、
タ
ン

パ
ク
質
の
含
有
率
な
ど
の
改
善
目
標
値
の
設
定
と
分
析
体
制

の
整
備

②
品
質
・食
味
の
分
析
結
果
に
基
づ
く
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
た
栽
培
管
理
指
導

③
有
機
物
の
施
用
な
ど
土
づ
く
り
の
推
進

ず

④
年
間
を
通
じ
て
「
新
鮮
な
今
摺
り

※
 

米
」
を
供
給
で
き
る
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
(
米
乾
燥
調
製
貯

蔵
施
設
)
の
計
画
的
な
整
備
や
、

自
然
乾
燥
に
近
く
火
力
を
使
わ

な
い
除
湿
乾
燥
方
式
の
推
進

さ
ら
に
、
生
産

コ
ス
ト
の
引
下
げ

や
農
薬
・化
学
肥
料
が
環
境
に
与
え

る
影
響
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
消

費
者
ニ

l
ズ
に
応
え
た
良
質
で
安

全
な
日
本
一
美
味
し
い
富
山
米
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

⑫
園
芸
の
振
興
の
た
め
に

県
で
は
、
園
芸
の
自
給
率
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
標
に
設
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
流
通
状
況
や
自
然
条
件
等
を
考
慮
し
て

重
点
推
進
品
目
を
選
定
し
、
次
の
よ
う
な
戦
略
を
練
っ
て
作
付
面

積
の
拡
大
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

①
米
を
専
門
的
に
栽
培
す
る
農
家
や
生
産
組
織
が
、
転
作
田
の
利

用
や
労
力
の
計
画
的
活
用
に
よ
り
、

園
芸
生
産
と
の
複
合
経
営

を
実
践
す
る
こ
と
に
対
す
る
支
援

②
既
存
産
地
に
対
し
て
、
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
化
に
よ
る
栽
培
期
間

の
拡
大
や
品
質
向
上
、
作
業
の
機
械
化
等
に
よ
る
省
力
化
対
策

を
支
援
し
、
規
模
の
拡
大
を
推
進

③
生
産
に
必
要
な
種
苗
を
安
定
的
に
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
広

域
的
な
集
出
荷
体
制
を
目
指
し
た
施
設
整
備
等
に
つ
い
て
の

検
討

④
県
民
に
県
内
産
の
園
芸
特
産
物
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め

の
P
R
活
動
の
充
実

特
に
複
合
経
営
に

つ
い
て
『
改
訂

ア
グ
ロ
ピ
ア
幻
』
の
中
で

は
、
「
米
+
白
ね
ぎ
」
、
「
米
+
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
球
根
」
と
い

っ
た
モ

デ
ル
を
示
し
、
園
芸
へ
の
取
り
組
み
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

A..JAアルプス米地域連携型乾燥システム施設

※
籾
(
も
み
)
の
ま
ま
貯
え
て
い
た
米
を
、
必
要
な
と
き
に
籾
摺
り
し
て
玄
米

に
す
る
も
の



Vうるおいある水辺空間(福光町)

ヲ
ラ
ン
ド
の
確
立

∞
県
産
食
肉
の
現
状

県
産
和
牛
は
鮮
紅
色
の
色
や
肉
質
の
柔
ら
か
き
、
風
味
が
売
り

物
で
、
試
食
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
、

『と
や
ま
肉
午
』
の
銘
柄
は
、
特
に
品
質
評
価
が
高
い
も

の
に
限
り
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
三
年
の
牛
肉
の
輸
入
自
由
化
は
、
国
産
牛
肉
へ

大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
今
後
は
国
際
競
争
力
の
あ
る
高
品

質
な
肉
専
用
種
の
増
加
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
霜
降

り
牛
肉
」
に
代
表
さ
れ
る
高
級
な
黒
毛
和
種
の
産
地
間
競
争
も

一

層
激
化
し
て
い
ま
す
。

∞
地
域
農
業
の
現
状

富
山
県
は
、
他
県
と
比
べ
て
兼
業
農
家
の
割
合
が
高
く
、
ま
た
、

高
齢
化
も

一
段
と
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
担
い
手
不
足
が

深
刻
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
解
決
し
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
力
強
い
営
農
体
制
を

つ
く
る
た
め
、
県
で
は
地
域
や
集
落
で
の
話
し
合
い
を
通
じ
た
中

核
農
家
主
導
や
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
営
農
体
制
づ
く
り
を
従
来

か
ら
進
め
て
お
り
、
現
在
五
百
十
六
の
多
様
な
生
産
組
織
が
生
ま

れ
育
っ
て
い
ま
す
。

⑫
力
強
い
営
農
体
制
づ
く
り
の
推
進

目
標
と
す
る
営
農
体
制
は
、
大
き
く
次
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
大

別
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
営
農
体
制
を
核
と
し
て
、

平
成
十
二
年
に
は
、
全
農
地
に
占
め
る
中
核
農
家
や

生
産
組
織
の
作
業
割
合
を
、
県
全
体
の
約
六

O
パ
ー

セ
ン
ト
に
す
る
計
画
を
立
て
、
積
極
的
な
支
援
を
進

め
て
い
ま
す
。

‘....集落での現地指導

⑫
県
産
食
肉
の
消
費
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立

県
で
は
、
牛
肉
輸
入
自
由
化
に
さ
き
が
け
て
、
婦
中
町
に
県
肉

用
牛
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
県
産
牛
肉
の
生
産
拡
大
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
八
月
に
は
、
県
を
は
じ
め
生
産
者
団
体
、
消

費
者
団
体
、
流
通
加
工
業
、
飲
食
業
な
ど
、
二
十
二
の
団
体
か
ら

な
る
「
県
産
肉
販
売
促
進
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
「
丘
の
夢
牧
場

ビ
l
フ
フ
ェ
ア
に
特
産
王
国
と
や
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
安
全
で
高
品
質
な

『と
や
ま
肉
牛
』
の
P
R

と
需
要
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

き
ら
に
、
県
産
食
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
た
め
、

①
小
売
り
及
び
消
費
者
ニ

l
ズ
の
動
向
を
と
ら
え
な
が
ら
、
付
加

価
値
の
高
い
県
産
食
肉
の
生
産

②
広
告
宣
伝
等
に
よ
り
、
県
産
食
肉
の
知
名
度
ア

ッ
プ
、
銘
柄
イ

メ
ー
ジ
の
創
造

③
市
場
調
査
等
に
よ
り
小
売
り
及
び
消
費
者
ニ

l
ズ
と
市
場
動

向
を
的
確
に
把
握
し
、
卸
売
市
場
、
小
売
業
、
消
費
者
等
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
販
売
戦
略
の
展
開

な
ど
の
対
策
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
中
核
農
家
主
導
タ
イ
プ

地
域
ぐ
る
み
で
土
地
利
用
を
調
整
し
、
担
い
手
と

な
る
農
家
(
中
核
農
家
)
が
農
地
の
貸
借
や
農
作
業

の
受
委
託
を
進
め
経
営
の
拡
大
を
目
指
す
タ
イ
プ

で
す
。

県
で
は
、
市
町
村
農
業
委
員
会
と
農
協
が
農
地
の

貸
借
や
斡
旋
を
行
う
寸
農
業
銀
行
」
活
動
や
、
受
託

農
地
を
増
や
し
な
が
ら
担
い
手
農
家
を
グ
ル
ー
プ
化
す
る
「
中
核

農
家
集
団
」
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
作
業
割
合
と
は
別
に
、
平
成
十
二
年
に
は
全
農
地
に
占

め
る
中
核
農
家
等
へ
の
農
地
の
集
積
割
合
を
、
現
在
の
約
二
倍
の

一
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
高
め
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
特
に
ニ
ー
ズ
の
高
い
農
村
下
水
道
は
、
平
成
七
年
度
末

で
七
十
余
の
汚
水
処
理
場
が
完
成
し
、
四
万
七
千
八
百
人
分
の
処
理

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
二
年
度
に
は
九
万
二
千
人

分
の
処
理
が
で
き
る
よ
う
整
備
を
支
援
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
や
活
性
化
を
図
る
た
め
、
農
村

公
園
や
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
て
お
り
、
現
在
、
十
七
市

町
村
で
二
十
の
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域
の
中
心
的
な
施

設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
山
村
地
域
に
お
い
て
は
、
利
賀
村
や
立
山

町
、
上
平
村
な
ど
で
、
集
落
道
路
や
多
目
的
広
場
、

特
産
物
の
加
工

・
販
売
施
設
等
の
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
砺
波
市
と
庄
川
町
に
ま

た
が
る
中
山
間
地
域
を
「
と
な
み
山
麓
地
区
」
と
し

て
、
ま
た
、
利
賀
村
・平
村
及
ぴ
上
平
村
を
「
五
箇

山
地
区
」
と
し
て
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
、
定
住

条
件
の
整
備
、
就
業
機
会
の
確
保
な
ど
広
域
的
な

)
地
域
連
携
を
図
っ
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
し

姉

て
い
ま
す
。

氷場理処氷剖
官業農企

-
集
落
ぐ
る
み
タ
イ
プ

集
落
ぐ
る
み
で
合
理
的
な
土
地
利
用
を
行
い
、
兼
業
農
家
を
中

心
に
集
落
規
模
に
見
合
っ
た
農
業
機
械
等
を
共
同
で
所
有
す
る

「
集
落
営
農
組
織
L

を

つ
く
り
、
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
タ
イ
プ
で

す
。
将
来
的
に
は
、
組
織
の
発
展
過
程
の
な
か
で
、
担
い
手
の
育

成
や
法
人
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
従
来
農
家
ご
と
に
所
有
し
て
い
た
農
業
機

械
を
集
落
規
模
に
応
じ
て
装
備
し
直
す
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
支

援
し
て
い
ま
す
。

満
ち
た
畠
山
村
づ
〈
り

中
農
山
村
地
域
の
現
状

富
山
県
は
、
立
山
連
峰
に
代
表
き
れ
る
全
国
で
も
有
数
の
自
然

(
自
然
植
生
度
本
州
一
位
)
を
誇

っ
て
お
り
、
北
ア
ル
プ

J

，

K

ス
か
ら
流
れ
出
る
豊
か
な
水
は
、
農
山
村
地
域
を
潤
し
て

』
い
ま
す
。
ま
た
、

「物
の
豊
か
さ
」
か
ら
「
心
の
豊
か
さ
」

島
重
視
へ
人
々
の
価
値
観
も
変
化
し
て
き
て
お
り
、
豊
か
な

水
や
緑
に
恵
ま
れ
た
潤
い
の
あ
る
生
活
空
間
や
伝
統
文

品

化
と
い
っ
た
都
市
に
は
な
い
農
山
村
の
良
さ
が
見
直
さ

も

れ
始
め
て
い
ま
す
。

'

一

し
か
し
、
農
村
地
域
で
は
農
家
と
非
農
家
の
混
住
化
や

温
.
都
市
化
の
進
展
に
よ
り
、
伝
統
的
な
「
む
ら
機
能
」

の
低

官
勝
下
や
豊
か
な
自
然
の
喪
失
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

議
た
、
山
村
地
域
に
お
い
て
は
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
み
、

農
業
の
担
い
手
不
足
か
ら
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
な

ど
活
力
の
低
下
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

⑫
活
力
の
あ
る
農
山
村
づ
く
り
の
た
め
に

県
で
は
、
若
者
等
が
定
住
し
や
す
い
条
件
と
す
る
た
め
の
生
活

環
境
施
設
の
整
備
等
に
対
し
て
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
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大
島
町
の
概
要

V
E
V
R
I
V
E
t
-
-
V
E
X
I
l
-
-
V
E
x
-

庄
川
扇
状
地
の
一
角
を
占
め
る
大
島
町
は
、
高
岡
市
に
隣
接
す
る
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
レ
て
急
成
長
。
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
口
増
加
率
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
昨
年
、
絵
本
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
大
島

町
絵
本
館
が
オ
ー
プ
ン
。
絵
本
を
通
じ
た
「
夢
創
造
空
間
」
を
演
出
す
る
。

な
お
、
こ
の
地
の
歴
史
は
古
く
、
古
事
記
に
は
白
鳥
伝
説
の
「
鳥
取
の

里
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

べ十:
Å~韓国秀成さん

大
島
町
の
顔
と
し
て
す
っ

か
り
お
馴
染
み
に
な
っ
た
大

島
町
絵
本
館
。
こ
の
絵
本
館

の
ホ

l
ル
を
拠
点
に
活
動
す

る
合
唱
団
が
、
砂
絵
本
コ
ロ
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
H

で
あ
る
。

「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
ク
ラ
シ

ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で
様
々
で

す
。
ま
た
、
絵
本
館
専
属
の
合
唱
団
な
の
で
、
絵
本
に
ち
な
ん
だ
童
謡

な
ど
も
よ
く
歌
う
ん
で
す
よ
」
と
、
代
表
の
瀧
田
秀
成
さ
ん
。
団
員
は

現
在
十
八
名
で
、
年
齢
層
は
二
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
と
幅
広
い
。
合

唱
団
の
指
揮
を
務
め
て
い
る
の
は
、
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
教
授

で
富
山
市
の
か
と
や
ま
の
森
歌
劇
団
。
代
表
と
し
て
も
知
ら
れ
る
森
野

信
生
さ
ん
。
「
八
月
の

二
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
と
や
ま
の
森

歌
劇
団
の
皆
さ
ん
と
共
演
す
る
ん
で
す
。
合
唱
だ
け
で
な
く
、
オ
ペ
ラ

の
身
振
り
が
入
る
の
で
、
団
員
は
み
ん
な
戸
惑
い
な
が
ら
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
よ
う
で
す
よ
」
と
瀧
田
さ
ん
は
目
を
細
め
る
。
今
は
、
本

番
に
向
け
て
週

一
度
の
練
習
に
余
念
が
な
い
。

「
い
ろ
ん
な
性
格
の
人
が
、
そ
の
曲
に
対
し
て
様
々
な
想
い
を
持

っ

て
一
つ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
て
い
く
。
こ
れ
が
合
唱

の
魅
力
で

し
ょ
う
ね
」
。
ち
な
み
に
、
合
唱
団
名
の
グ
コ
ロ

・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
。

と
は

か
コ
ー
ラ
ス
の

理
想
郷
。
の
意
味
。
コ

ン
サ
ー
ト
当
日
、
大

島
町
絵
本
館
は
訪
れ

た
人
々
に
感
動
を
与

え
る
理
想
郷
と
な
る

こ
と
だ
ろ
う
。

4絵本コロ・アルカデイアの

練習風景
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企
紙
芝
居
の
制
作
光
景

10 

町
に
伝
わ
る
民
話
、
昔
話
を
紙
芝
居
で
伝

え
て
い
き
た
い
と
集
ま
っ
た
の
が
、

「大
島

町
こ
で
ま
リ
の
会
」
で
あ
る
。

「町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
紙
芝
居
制
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
門
講

座
の
受
講
仲
間
で
つ
く

っ
た
ん
で
す
よ
」

と
、
代
表
の
棚
元
静
江
き
ん
。
現
在
、
会
は
四
十
代
か
ら
六
十
代
の
女
性
十
名
か
ら
な
る
。

紙
芝
居
の
制
作
は
ま
ず
資
料
集
め
か
ら
開
始
。

「題
材
に
よ

っ
て
は
、
史
跡
や
文
献
の
念
入

り
な
調
査
が
必
要
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
郷
土
の
勉
強
に
も
な
る
の
で
楽
し
い
で
す
よ
」
と

棚
元
さ
ん
。
集
め
た
資
料
を
も
と
に
メ
ン
バ
ー
全
員
で
全
体
構
成
を
考
え
、
子
供
た
ち
に
も

分
か
り
ゃ
す
い
文
章
に
仕
上
げ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
絵
も
全
て
自
分
た
ち
で
描
く
。
「
メ
ン

バ
ー
に
は
、
か
つ
て
学
校
の
先
生
だ

っ
た
人
や
、
美
術
関
係
に
詳
し
い
人
も
い
ま
す
。
そ
ん

な
人
た
ち
の
豊
か
な
経
験
を
活
か
せ
る
の
が
大
き
い
で
す
ね
」
。
で
き
あ
が

っ
た
紙
芝
居
は

町
の
公
民
館
な
ど
で
上
演
。
子
供
だ
け
で
な
く
、
お

年
寄
り
に
も
好
評
を
博
し
て
い
る
。

一
つ

一
つ
の
花
が
集
ま

今
て

一
つ
の
大
き
な
花

札

と
な
る
J
」
で
ま
り
の
花
。
。
こ
の
花
の
よ
う
に

一
人

肌

一
人
が
自
分
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
全
体
が

一
つ

慨

に
な
れ
る
よ
う
に
と
名
付
け
て
出
発
し
た
こ
の
会

企

の
活
動
も
、
今
年
で
三
年
目
に
入
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

紙
芝
居
を
通
じ
て
郷
土
の
民
話
と
と
も
に
子
づ
く

り
の
温
も
り
を
伝
え
続
け
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

今
、
若
者
に
大
人
気
の
ス
ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ

ッ
ト
や

フ
ッ
ト
サ
ル
。
そ
ん
な
ニ
ュ

ー
ス
ポ

l
ツ
を
気
軽
に
楽

し
め
る
の
が
、
大
島
町
弓
道
場
の
隣
に
位
置
す
る
大
島

グ
リ
ー
ン
ス
ク
エ
ア
で
あ
る
。

「
昨
年
六
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、

多
く
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
大
島
町
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
の
松
長
昭
男
さ
ん
。
ち
な
み
に
、
フ

ッ

ト
サ
ル
と
は
ブ
ラ
ジ
ル
生
ま
れ
の
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
の

こ
と
。
「フ

ッ
ト
サ
ル
場
は
、
透
水
性
の
人
工
芝
を
使
用

し
て
い
る
た
め
、
雨
が
降

っ
て
も
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

ま
た
、
砂
入
り
な
の
で
足
腰
に
や
さ
し
い
ん
で
す
よ
」
。

λ
リ

ー

ス

リ

ー

ス
ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ

ッ
ト
は
別
名
グ

3
オ
ン

3
4
と
も

呼
ば
れ
、

一
チ

l
ム
三
人
で
行
う
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
。

場
所
を
取
ら
な
い
こ
と
に
加
え
、
最
近
の
パ
ス
ケ
ブ

l
ム
に
も
乗

っ
て
人
気
急
上
昇

の
ス
ポ
ー
ツ
だ
。
「昨
年
十
月
、
小
・
中
学
生
に
よ
る
フ

ッ
ト
サ
ル
や
ス
ト
リ
ー
ト
バ

ス
ケ

ッ
ト
の
大
会
。
大
島
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
。
を
開
催
し
、
と
て
も
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
毎
年
続

け
て
い
く
予
定
で
す
」
。

無
料
な

の
で
町
外
の
方
々
に
も

気
軽
に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
と

い
う
松
長
さ
ん
。
余
暇
時
間
が
多
く

な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
日
頃
の
運
動

不
足
を
大
島
グ
リ
ー

ン
ス
ク
エ
ア

で
解
消
し
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ

、「ノ

企 3オン 3を楽しむ子 どもたち

-・

A松長昭男さん

h
F
砂
入
り
人
工
芝
の
フ

ッ
ト
サ
ル
場

1 1 



今 月は、 6月に開催す る 2会場の見
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フでかけよ

富山県ナチュラリスト

• 

木

々

を

く
ぐ
り
ぬ
け
る
と
薫
る
風
に
若
葉
の
甘
い
香
り
が
漂
う
。
ひ
ん
や
り

こ
ず
え

と
し
た
森
の
新
鮮
な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
、
梢
を
わ
た
る
野
鳥
の
さ
え
ず

日
バ
想
い
を
巡
ら
せ
、
足
元
に
咲
く
名
も
知
ら
ぬ
可
憐
な
花
た
ち
と
語
り
あ
う
。
ホ

洩
日
の
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
ぴ
、
時
に
は
遠
く
に
山
々
を
眺
め
、
坂
道
で
フ

ワ
ッ
と
狙
か
く
な
っ
た
土
を
踏
み
し
め
て
み
る
、
そ
ん
な
「森
の
時
間
」
。
私
は
す

っ

か
り
爽
や
か
な
気
分
に
な
る
。

自

然

は

い
つ
も
様
々
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
が
見
過

ご
し
て
い
る

「不
思
議
な
力
」
を
持
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
木
々
や
草
花
、
動
物

た
ち
に
も
い
ろ
い
ろ
な
物
語
が
ま
だ
ま
だ
隠
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

幼

い

と

き

に

気
持
ち
を
わ
く
わ
く
さ
せ
、
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
た
「
生
き
物
」
た
ち
ゃ

「
自
然
」
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
気
に
な
る
存
在
で
あ
る
。
そ
ん
な
小
さ
な
気
掛
か
り
が
、
身

近
な
自
然
環
境
の
変
化
や
危
機
を
察
知
さ
せ
て
く
れ
る
。

日

頃

か

ら

、
身
の
回
り
の
自
然
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
自
然
と
ふ
れ
あ
う
な
か
で
、

し
く
み
を
知
り
、
人
と
の
つ
な
が
り
に
気
づ
き
、
大
切
に
す
る
気
持
ち
と
、
豊
か
さ
に
感
謝
す

る
心
を
育
み
た
い
。
た
と
え
で
き
る
こ
と
は
小
さ
く
て
も
、
暮
ら
し
を
見
直
す
こ
と
で
「
共
存

で
き
る
上
手
な
付
き
合
い
方
」
を
身
に
つ
け
た
い
。
私
た
ち
も
自
然
の
中
の

一
部
な
の
で
す
か

《り
。

あ

り

の

ま

ま

に

自
然
を
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
は
ず
ノ
日
を
変

え
、
時
間
を
変
え
野
山
に
出
か
け
、
時
に
は
静
か
に
歩
き
、
野
鳥
の
姿
を
追
い
か
け
、
か
ら
だ

全
体
を
ア
ン
テ
ナ
に
し
て
、
自
然
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
み
よ
う
。
自
然
の
中

で
み
つ
け
た
不
思
議
な
も
の
、
生
き
物
の
お
も
し
ろ
い
行
動
な
ど
か
ら
「
な
ぜ
だ
ろ
う
?
」
と

い
う
疑
問
が
わ
い
て
く
る
。
そ
れ
こ
そ
が
大
切
な
宝
物
。
も
つ

i
a
司

1
1

と
も

っ
と
自
然
の
中
で
思
い
切
り
自
由
に
動
き
回
っ
て
、

「見

h
臨
櫨
圃
園
園
駅
幽
轟
ザ
F

て」

「聞
い
て
L

「
き
わ

っ
て
」
「
か
い
で
」

「感
じ
て
」
、
五
感
を

弘
園
開
明
轟
闘
咽
謹
週
・

F
酔

フ
ル
回
転
/
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
た

っ
ぷ
り
と
聞
か
せ
た
い
。

持

品

蘭

書

覇

軍

盟

圃

自

然

が

自
然
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
多

髄

眠

臨

臨

関

越
関

欝

也

く
の
人
々
に
体
感
し
て
ほ
し
い
/
そ
れ
が
私
の
願
い
。
忙
し
さ

副
因
匹
臨
調
国
置
冨
画
院
脳
圃
圃

に
ま
ぎ
れ
が
ち
で
す
が
、
時
に
は
立
ち
止
ま

っ
て
、
自
然
と
の

額

融

闘

期

臨

掴

臨
園

出
会
い
に
心
を
と
き
め
か
せ
る
時
間
を
持

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

4
網
開
脳
盤

置

司
盟
副
幽
・

，a盟
国・・謹圃・
5
K票
固・司、

新
し
い
自
分
と
の
出
会
い
が
待

っ
て
ま
す
。

J
樹
園
薗
圃
曹
も
司

人
々
を
自
然
の
中
に
案
内
し
、
共
に
感
動
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
自
然
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
お
手
伝
い
を
す
る
、
そ
れ
が
私
た
ち

「

ナ

チ

ュ

ラ

リ

ス

ト

」

で
す
。

@ 

Im慮の郁
6月21日働-6月

会 場 県民公園

(砺波市

9 : 00-1 

無料

・全同最大規模の水生植物園に咲く 580品種70万株のハ

ナショウブ

・ハナショウブのすべてがわかる特設展示施設「アイリ

スワールド花しょうよ館」

・rNHK趣味の園芸講座」と「ハナショウブ技術講習

会J (6/23) 

・その他森の中での「自然観察会J (6/22、23)や「森

林浴オリ エンテーリングJ(6/29、30)、俳句、絵画、

写真等の講座やコンテストなどを開催

平成8年 4月20日辻)--9月 l日(日)

建設省

富山県・高岡市・砺波市・倒)都市緑化基金

全体会期

提唱

主催

開場時間

入場料

見どニろ

問合せ

全国都市緑化とやまフェア事務局

ft0766-25-1510 

196鳩山窃U
6月15自由-7月

会 場 県民公園

(小

9 : 00-17 

無料

・50品種 2万株のアジサイが咲き誇る 「あじさい園」

・世界と日本のカタツムリが大集合の rMY・マイランド」

・みつばちキャラパン隊(県出展パビリオン)のテーマ

館「花・人・くらし彩館J r花のファンタジーカー」

等の展示

・県華道連合会加盟15流派が大作を展示する「いけばな

ふれあいフェスタ」

• r辺見えみ り野外コンサー卜 J (6 /22) rアニメキャ

ラクターショーJ (6/16、7/7)等多彩な催事を開催

開場時間

入場 料

見どころ

• 

12 

l

こ
こ
ろ
で
え
な
く
ち
ゃ
、
も
の
ご
と
日
よ
く
見
え
な
い
っ
て
こ
と
さ。

か
ん
じ
ん
な
こ
と
目
、
目
に
見
え
な
い
ん
だ
よ
l

サ
ン
テ
ゲ
ジ
ム
ベ
リ
「
星
の
王
手
犠
」
よ
り

【先取り情報③】
今月 は、「富山湾上フェスティパル」の

の事業概要を紹介します。

民3rftllとやま96~

4ha凶~￥ .・. 
• ょうこそふしぎの浴鹿ヘ富山湾上フェスティノVレ

-日本海受流センター
. i毎と文化の講演会他(ゲスト堀江謙一)

現在、海王丸のセールデザイン及び歌謡祭の出演者、講演会、体

験航海等の参加者を募集しています。詳しくは下記までお問い合

わせください。

問合せ先

第11回国民文化祭富山県実行委員会事務局

窓 0764-44-2184

他

-公共埠頭
・巡視船えちご体験航海

9月28日比).28日(日 10 : 00-20 : 30 

富山湾上 富山新港公共埠頭 海王丸パーク

大型客船「新さくら丸」や海王丸パークを会場と

し、だれもが参加できる楽しい企画が満載です0

・新さくら丸
-環日本海アニメ映画祭

-船上オリエンテーリング

&ク/レージング

-ダンスフェスティノ{Jレ

. ~毎王丸セールデザインコンテスト

・太鼓、民俗芸能競演ステージ

-富山湾上歌謡祭(ゲス ト聖川湧)

・日本海コンサート(ゲスト林英哲)他

-海王丸パーク

.・. 
• 

{日時]

{場所】

[事業内容}
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電
県
で
は

9
月
開
催
の
国
民
文
他
祭
で
来
航
す
る
大
型
客
船
「
新

さ
く
ら
丸
」
を
利
用
し
て
「
富
山
県
民
の
船
」
お
よ
び
「
富
山
県

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
船
」
を
実
施
し
ま
す
。

富
山
県
民
の
船

9
月
四
日
に
神
戸
港
で
乗
船
し
て
い
た
だ
き
、
瀬
戸
内
海
、
関
門

海
峡
、
日
本
海
を
ク
ル
ー
ズ
し

9
月
白
日
に
富
山
新
港
へ
到
着
し
ま

す
。
3
泊
4
日
の
ゆ
と
り
あ
る
船
旅
を
通
じ
て
、
文
化
交
流
や
各
種

研
修
を
行
い
、
文
化
活
動
の
楽
し
さ
な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。

応
募
締
切
6
月
初
日
日

(
当
日
消
印
有
効
)

募
集
定
員
約
2
5
0
名

対
象
者
富
山
県
内
に
在
住
し
、
文
化
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

で
心
身
共
に
健
康
で
規
律
あ
る
団
体
行
動
が
で
き
る

方
。
た
だ
し
、
3
歳
未
満
の
幼
児
は
除
く
。

参
加
者
負
担
金
大
人
2
0
、
0
0
0
円
、
小
人
5
、
0
0
0
円

(
富
山
か
ら
神
戸
ま
で
の
陸
路
の
交
通
費
は
別
途
個
人
負
担
)

応
募
書
類
参
加
申
込
書
、
健
康
診
断
書

(
参
加
申
込
書
は
県
庁
お
よ
び
各
総
合
庁
舎
に
あ
り
ま
す
。
)

富
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
船

9
月
叩
日
に
富
山
新
港
で
乗
船
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
海
、
関

門
海
峡
、
瀬
戸
内
海
を
ク
ル
ー
ズ
し
叩
月
3
日
に
神
戸
港
ヘ
到
着

し
ま
す
。
3
泊
4
日
の
船
旅
の
な
か
で
災
害
救
助
活
動
や
社
会
福

祉
活
動
に
関
す
る
研
修
を
行
い
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充

実
に
役
立
て
ま
す
。

応
募
締
切
6
月
初
日
目

(
当
日
消
印
有
効
)

募
集
定
員
約
|
7
0
名

対
象
者
富
山
県
内
に
在
住
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
で
心
身
共
に
健
康
で
規
律
あ
る
団
体
行
動

が
で
き
る
方
。

参
加
者
負
担
金
大
人
2
0
、
0
0
0
円

(
神
戸
か
ら
富
山
ま
で
の
陸
路
の
交
通
費
は
別
途
個
人
負
担
)

応
募
書
類
参
加
申
込
書
、
健
康
診
断
書

開
催
期
間

開
館
時
間

観

覧

料

5
月
お
日
出
1
7
月
7
日
同

午
前
9
時
却
『
分
1
午
後
5
時
(
会
期
中
無
休
)

一

般

8

5

0

，

(6
5
0
)
円

高
校
・
大
学
生
6
0
0

(
4
5
0
)
円

小

・

中

学

生

3

5

0

(
3
0
0
)
円

(
)
内
は
初
人
以
上
の
団
体
料
金

こ
の
料
金
で
常
設
展
示
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

県
立
近
代
美
術
館
8
0
7
6
4
1
引
l
7
|
|
|

問
合
せ
・
申
込
み
干
9
3
0
l
m
富
山
市
新
総
曲
輪
|
番
7
号

県
庁
県
民
生
活
課
国
民
文
化
祭
推
進
班

8
0
7
6
4
I
M
-1
3
4
5
9

図
0
7
6
4
1
M
l
3
4
7
7

富
山
・
高
岡
・
太
閤
山
の
県
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
入

居
申
込
を
随
時
に
受
付
け
、
空
家
が
発
生
す
る
都
度
、
申
込
み
順

に
入
居
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

申
込
書
は
、
富
山
県
住
宅
供
給
公
社
及
び
県
庁
建
築
住
宅
課
等

で
配
付
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
富
山
県
住
宅
供
給
公
社

県
庁
建
築
住
宅
課

8
0
7
6
4
ーロ
1
5
1
3
2

8
0
7
6
4
1
M
1
3
3
5
8
 

T一一一一一一一一一一一一一
ZE--一一一
ZE--
一一一一一一

ZE--一一
Ez--
一一一一一
-Ez---

富
山
県
で
は
、
今
年
も
下
記
の
「
健

康
保
険
山
の
家
」
を
開
設
し
ま
す
。

あ
な
た
も
大
自
然
の
雄
大
さ
、
厳

し
さ
、
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。宿

泊
利
用
券
を
山
の
家
に
持
参
さ

れ
た
と
き
は
、
下
記
の
料
金
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(
l泊
2
食
)

山の家 連絡先 期間 負担金

雷鳥荘 0764-82-]238 6/] -11/25 5，500円

ーの越山荘 0764-33-9788 Bハ-]]/106，000円

スゴ乗鞍小屋 0764-82-]9]7 7ハ~日/256，000円

太郎平小屋 0764-82-]9]7 Bハ-]0/256.000円

薬師沢小屋 0764-82-]9]7 7/1 -10/10 6.000円

高天原山荘 0764-82-1917 7ハ-9/256.000円
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富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん

に
薬
草
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
「
野
外
で
薬

草
を
勉
強
す
る
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

日

時

7

月

お

日

幽

雨

天

決

行

受
付
午
前
9
時
1
9
時
初
介

散
策
及
び
説
明
午
前
9
時
初
介
f

〉
午
後
3
時
羽
分

場
所
大
沢
野
町
猿
倉
山
お
よ
び
御
前
山
周
辺

内
容
野
外
を
散
策
し
薬
草
の
学
習
を
行
う
。

講
師
氷
見
市
海
浜
植
物
園
長
吉
崎
正
雄
氏

参

加

料

無

料

携
帯
品
筆
記
用
具
・
昼
食
・
雨
具
等

集
合
場
所
猿
倉
山
森
林
公
園
管
理
棟
前

交
通
機
関
利
用
の
方
は
笹
津
バ
ス
停

富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

8
0
7
6
4
1
花

1
0
8
0
|

応
募
方
法

戦
後
日
周
年
を
記
念
し
て
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
戦
時
下
の
暮
し

展
」
に
際
し
、
広
く
県
民
の
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
生
活
用
昂
、

遺
口
同
等
の
う
ち
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
等
を
常
設
展
示
し
て
い

ま
す
。戦

争
の
悲
惨
さ
、
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
を
通
じ
、
改

め
て
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

開
館
時
間
午
前
9
時

i
午
後
5
時

場

所

富

山

県

民

会
館
4
0
3
号
室

入

場

料

無

料

問

合

せ

富

山
県
戦
後
日
周
年
記
念
事
業
委
員
会

(県
庁
社
会
福
祉
課
内
)
8
0
7
6
4
1
M
l
3
1
9
9

杉
山
寧
は
清
澄
な
気
晶
を
そ
な
え
た
独
自
の
画
業
で
今
日
の
日

本
画
の
展
開
に
大
き
く
貢
献
し
た
日
本
画
家
で
す
。

本
展
で
は
、
的
確
な
描
写
力
を
し
め
す
素
描
作
品
約
1
8
0
点

を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
初
期
の
代
表
作
か
ら
近
年
ま
で
の
本
制

作
約
問
点
を
紹
介
し
ま
す
。

一一一
Ez--
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一圃

5
月
初
日
か
ら
6
月

5
日
ま
で
は
「
ご
み
減
量
化
推
進
週
間
」
で

す
。
ご
み
の
発
生
を
抑
え
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
こ
と
は
環
境

へ
の
負
荷
を
少
な
く
し
、
限
り
あ
る
地
球
の
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
聞
、
紙
、
び
ん
や
空
き
缶
な
ど
は
資
源
ご
み
と
し
て
分
別
し
、

集
団
回
収
や
市
町
村
収
集
日
に
あ
わ
せ
て
出
し
て
、
資
源
回
収

ル
ー
ト
に
乗
せ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
県
庁
環
境
政
策
課

合

D
7
6
4
1
M
1
3
1
4
0

例
年
、
夏
に
向
け
て
、
奈
通
妨
害
や
騒
音
を
引
き
起
こ
す
暴
走

族
な
ど
が
多
く
出
没
し
ま
す
。

警
察
で
は
、
暴
走
族
追
放
コ
一
一
な
い
運
動
」
(
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
男
に
行
か
な
い
)
を
展
開
し
、
暴
走
族
な
ど
を
厳
し
く
取
り

締
ま
っ
て
い
ま
す
。
暴
走
行
為
や
暴
走
族
の
た
ま
り
場
、
不
正
改

造
車
固
な
ど
を
見
か
け
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
ヘ
連
絡
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
地
域
や
職
場
で
も
、

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

暴
走
族
追
放
の
気
運
を
盛
り
上
げ

室 富山市新総由輔 卜7(県庁内) :: 

宮 (0764)31-4111~何 =
3ト3131(県民相談電話)=

高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父211(総合庁舎内) 言
宮 (0766)2ト9411~内 =

魚津市新宿 10-7 (総合庁舎内)=

fi(0765)24-5311間 三
砺波市幸町 卜7(総合庁舎内) = 

fi (0763) 33-5151 ~代;) = 
・物価タイヤル 三
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くだ =

さいo fi (0120) 16-7400 (県庁県民生活課内) = 
・消費生活については E 
消費生活センター

富山市安住町 7-1B安住町第一生命ピル内 = 
〈一般相談は> fi (0764) 32-9233 里
〈金融相談は> fi (0764) 32-3252 :: 

消費生活センタ一高岡支所

高岡市本丸町7-1;本丸会館内 包 (0766)25-2777 = 
・変通事故については 三
富山県安通事故相談所東別館 l階 = 
包 (0764)31-4111内4400
・相談 110番 言
家庭問題 ・悪質商法 ・寛ゼい剤など、どんな相談にも応 =

じます。 ヨ ニ ワルイヒ トナシ

宮 (0764) 4 2 -'o' j -j' 'o = 
・シルバー110番 = 
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者総合 =

相談センター

富山市舟橋南町5-14 社会福祉会館内 = 
宮 (0764) 4 1 -4 1 1 0 
・よい子の育児電話相談 三
子育てに関して心配や悩みはありませんか。どんなこと =

でもお気軽にお電話ください。

宮 (日764) 3 3 -4 1 5 0 (県庁生涯学習室内) :: 

県からのホットニュ云主

H 

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞・テレビの街 =
頭献血案内等でご確認下さし1。

。マリエとやま B階の献血ルームでは、月曜日を除く毎日(年末年 =
始、マリ工休館日を除く)献血を受け付けています。 =
受付時間全血献血10 : 00-12 : 30 14: 00-1 B : 00 = 

成分献血10: 0ト 12: 00 14: 00-17 : 30 = 
Oマリ工献血ルーム (TEL.0764-45-4500) 至
血液センター (TEL， 0764-5ト5555) 面

みなさんの相談窓口i 
・県政について

県民相談

問

合

せ

映
像
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
と
や
ま
の
良
さ
や
美
し
さ
を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
優
秀
作
昂
は
、
ふ
る
さ
と
映
像
と
し
て
保
存

し
、
広
く
県
民
に
公
開
し
ま
す
。

募
集
期
間
7
月
l
日
側
1
8
月
引
自
国

部
門
ふ
る
さ
と
の
自
然
ふ
る
さ
と
の
町
並
み

ふ
る
さ
と
の
祭
り
ふ
る
さ
と
の
心

時
間
3
分
以
内

富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ
映
像
セ
ン
タ
ー

合

0
7
6
4
1
犯

1
6
4
2
0

作

品
問
合
せ

県
で
は
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
遊
び
が
い

か
に
大
切
か
を
県
民
の
皆
さ
ん
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

利
用
で
き
る
人

政
府
管
掌
・
組
合
管
掌
健
康
保
険
被

保
険
者
と
そ
の
被
扶
養
者

利
用
手
続
き

利
用
券
を
ご
希
望
の
方
は
、
山
の
家
名
、
利
用
目
、
保
険
者
証

の
記
号
番
号
も
し
く
は
厚
生
年
金
の
記
号
番
号
、
氏
名
を
記
入
し

た
用
紙
を
管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
宿
泊
予
約
は
直
接
、
山
の
家
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問

合

せ

県

庁

保

険

課

8

0

7

6

4

1

犯
1
3
2
9
7

に
、
子
ど
も
た
ち
が
仲
間
と
助
け
合
い
な
が
ら
、
様
々
な
遊
び
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
冒
険
こ
ど
も
王
国
」
を
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
3

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間
7
月
お
日
制
1
7
月
刊
ω
日
目

場
所
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド

入

場

料

無

料

対
象
者
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
(
で
き
る
だ
け
グ
ル
ー
プ
で
参

加
、
幼
児
や
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
)

県
庁
児
童
家
庭
課
0
7
6
4
1
付

1
3
2
0
8

問
合
せ

県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
社
会
人
・
職
業
人
の
た
め
に
リ
カ
レ
ン

ト
学
習
講
座
を
聞
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

講
座
内
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
情
報
と
実
務
(
富
山
デ
ザ
イ
ン
専
門

学
校
)
・
薬
事
研
究
(
薬
事
研
究
所
)
・
和
漢
薬
に
未
来
は
あ
る
か
(
富
山
医

科
薬
科
大
学
)
・
健
康
創
造
開
発
(
富
山
健
康
科
学
専
門
学
校
)
・
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
タ
イ
ト
ル
制
作
(
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
)
・
国
際
理
解

の
た
め
に
(
富
山
国
際
大
学
)
・
技
術
者
の
た
め
の
植
物
科
学
(
富
山
県
立

大
学
)
・
栄
養
土
実
力
養
成
(
富
山
女
子
短
期
大
学
)・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ル
ド
へ
の
情
報
発
信

(
富
山
大
学
)
・
原
形
制
作
(
高
岡
短
期
大
学
)

募
集
定
員
各
お
名

開
講
期
間
・
募
集
期
間
等
の
問
合
せ

富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ
学
習
振
興
課

8
0
7
6
4
1
引
1
8
6
3
5

ま
た
は
、
各
講
座
実
施
機
関

日 曜日 献血場所 時 間

4 木 福野町役場前 ]2 : 00-16 : 00 

7 日 小杉パスコ前 10 : 00-16 : 30 

12 金
朝日町役場前 9 : 30-12 : 00 

朝日町職工会館前 13 : 00-16 : 00 

21 日
コスモタウンジャスコ砺波居前 10 : 00-16 : 00 

富山西武デパート別 10 : 00-16 : 30 

23 火 黒部市役所前 9 : 30-12 : 00 

28 日 ハッピータウン氷見庖前 10 : 00-16 : 00 
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j 
見て、聞いて、ご意見をお寄せください0

・テレビ広報
・チュー1)ッブテレビ 毎週土曜日 AM7:凹-7

「ふるさとトーク」

・富山テレビ毎週日曜日刷9: 00-9 : 30 
r112万人のひろばークイズ/フォー力ス ・インJ

・北日本放送毎週日曜日 AM 11 : 00-11 : 30 
「ごんにちは富山県で、す」

6/2 自遊に学ぶ

61日 自然と人をつなぐボランティア

6/16 草の根国際交流助っ人先生頑張る

6/23 我がまちふるさと自慢 ~黒部市~

6/30 もう一つの立山

・ラジオ広報
.FMとやま「ふれあいホットライン」

県内各地から木ツ卜な話題をクリアなサウンド

でおとどけします。

毎週月~金曜日 AM 9 : 50-9 : 55 
・新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中日、朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日

「県からのお知らせ」
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主
婦
の
心
理
を
巧
み
に
利
用

ー
増
え
て
い
る
内
職
商
法
|

チ
ラ
シ
を
配
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
品
の
注
文
を
と
る
特
約
百

に
な
ら
な
い
か
と
電
話
で
勧
誘
が
あ
り
ま
し
た
。
特
約
百

に
な
る
た
め
に
は
四
十
万
円
必
要
で
す
が
、
注
文
を
と
れ

ば
マ
ー
ジ
ン
が
入
る
の
で
簡
単
に
も
と
が
取
れ
る
と
い
い

信
用
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

セ
ン
タ
ー
で
は
特
定
の
業
者
の
信
用
性
に
つ
い
て
の
判
断

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
内
職
商
法
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
よ
う

な
勧
誘
の
問
題
点
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
「
も
う

一
度
良
く

考
え
て
み
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
相
談
の
場
合
、
仮
に
マ
ー
ジ
ン
が

5
%
と
す
る
と
、
月
五
万

円
稼
ぐ
た
め
に
は
百
万
円
も
の
売
り
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し

か
も
、
お
客
が
チ
ラ
シ
を
見
て
特
約
庖
を
通
さ
ず
に
本
部
へ
直
接
注

文
し
た
場
合
は
、
特
約
庖
で
は
確
か
め
る
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本

当
に
こ
れ
で

「簡
単
に
も
と
が
取
れ
る
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

最
近
、
セ
ン
タ
ー
に
は
内
職
に
関
す
る
主
婦
か
ら
の
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。
他
に
も
ア
ク
セ
サ
リ
ー
工
芸
内
職
、
宛
名
書
内
職
、
ワ

ー
プ
ロ
内
職
等
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
し
か
し
、
中
に
は
内
職
を
行
う
た

め
の
技
能
の
習
得
と
い
い
な
が
ら
、
高
価
な
教
材
や
機
器
を
購
入
さ

せ
る
こ
と
を
本
来
の
目
的
と
す
る
業
者
も
い
ま
す
。
ま
た
、
前
も

っ

て
、
保
証
金
、
登
録
料
、
講
習
料
な
ど
の
名
目
で
お
金
を
徴
収
す
る

業
者
も
注
意
が
必
要
で
す
。

主
婦
に
と
っ
て
自
宅
で
で
き
る
仕
事
は
と
て
も
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
主
婦
の
心
理
を
悪
徳
業
者
は
巧
み
に
商
売
に
利
用
し
て
い
ま

す
。
誰
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
仕
事
で
高
収
入
が
得
ら
れ
る
と
い
う

う
ま
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
の
内
容
や
条
件
を
よ
く
確
か
め
て

か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(白
)
2
7
7
7

(白

)
9
2
3
3

初
夏
の
夜
空
を
紅
色
に
染
め
る

夜

高

行

燈

(
庄
川
町
)

16 

------一〉一一

pw

小
学
生
名
人
の
中
平
君
に
は
、
ぜ
ひ一

s
j
s一
流
棋
士
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
ほ
し
い
。

強

際

交
被

と
こ
ろ
で
十
数
年
前
、
小
学
生
名
人
と
な

是

認

必
一

っ
た
羽
生
善
治
の
横
で
、
「
将
来
が
楽
し
み

A
f川…一…
?
官吋
一
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い
た
の
が
、

一

d
a
l-P土
吋…

当
時
天
才
の
名
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
て
い

一

ー

綴

た
笹
川
浩
司
。
だ
が
、

でま
さ
か
自
分
が
七

f
i
-
-
I
l
l
i
-
-

タ
イ
ト
ル
の
最
後
の
砦
と
な
っ
て
こ
の
少

年
と
戦
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
筈

だ
。
さ
す
が
の
天
才
棋
士
も
人
の
可
能
性
ま
で
は
読
み
切

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
(K
)

こ
し

自
分
が
住
む
地
区
に
も
昔
か
ら
の
村
祭
が
あ
る
。
神
輿

や
笛
、
太
鼓
、
子
供
神
輿
も
賑
や
か
に
、
旗
を
持
っ
た
小

学
生
が
町
内
を
巡
る
。
地
下
足
袋
を
履
い
た
天
狗
の
よ
う

な

『バ
ツ
』
が
子
供
た
ち
を
追
い
か
け
回
す
。『
バ
ツ
』

は
小
学
校
の
授
業
中
教
室
へ
入
っ
て
き
た

こ
と
も
あ

っ

た
。
子
供
の
頃
の
そ
ん
な
思
い
出
が
今
も
鮮
や
か
に
頭
に

浮
か
ん
で
く
る
が
、
そ
の
よ
う
な
地
元
の
祭
り
の
雰
囲
気

を
「
と
や
ま
の
祭
事
記
」
で
伝
え
て
い
き
た
い
。
(A
♂
)

今
回
取
材
で
訪
れ
た
大
島
町
。
そ
の
中
の
一
つ
、
絵
本

コ
口
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
で
伺
っ
た
お
話
は
、
音
楽
が
趣
昧

の
私
に
と
っ
て
は
非
常
に
興
味
深
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
に
響
き
わ
た
る
歌
声
に
は
、
何
と
も
い

え
な
い
心
地
よ
さ
を
感
じ
た
。
取
材
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
そ
の
町
に
興
味
を
持
ち
始
め

る
。
そ
の
土
地
の
温
か
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え

ら
れ
た
ら
と
思
う

。
(A
♀
)

今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真
を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X 18 

センチ)でプレゼントします。希望される

方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込
みくださ p。平成8年7月24日消印有効です。

年
齢

口圏直園田固

写富

6 真プ県山

月 レ 広
号ゼ報
係ン課
あト
て

氏
名

住
所

電
話

本
誌
を
読
ん
だ
感
想

六
月
の
第
一
土
曜
日
・
日
曜
日
、
庄
川
町
は
祭
り
一
色
と
な
る
。

夜
空
を
彩
る
花
火
、
川
面
に
揺
れ
る
流
し
灯
寵
、
庄
川
音
頭
の
艶
ゃ

あ
ん
ど
ん

か
な
町
流
し
・
:
。
な
か
で
も
最
も
伝
統
を
誇
る
の
が
、
夜
高
行
燈
の

町
練
り
で
あ
る
。

祭
り
当
日
、
鉢
伏
山
山
頂
で
灯
さ
れ
た
御
神
火
が
若
者
た
ち
の
掲

た
い
ま
つ

げ
る
松
明
に
移
さ
れ
圧
川
河
川
敷
に
運
ば
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
布
袋

様
や
龍
、
宝
船
な
ど
を
か
た
ど
っ
た
大
小
様
々
の
行
燈
が
集
い
、
御

神
火
が
そ
れ
ら
に
分
け
ら
れ
る
と
、
い
よ
い
よ
町
練
り
の
始
ま
り
で

あ
る
。
「
ヨ
イ
ヤ
サ
、
ヨ
イ
ヤ
サ
」
の
掛
け
声
も
勇
ま
し
く
練
り
目
さ

れ
る
行
燈
。
そ
し
て
、
あ
た
り
に
響
き
わ
た
る
太
鼓
の
音
や
夜
高
歌
。

四
、
五
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
大
行
燈
を
は
じ
め
、
中
、
小
の
行
燈
が

初
夏
の
夜
空
を
紅
色
に
染
め
る
。
夜
も
更
け
て
祭
り
が
最
高
潮
に
達

し
た
と
き
に
見
ら
れ
る
各
町
自
慢
の
行
燈
の

グ合
わ
せ
d

(

ぶ
つ
け
合

い
)
は
牡
観
。
夜
空
に
浮
か
ぶ
行
燈
が
激
し
く
揺
れ
、
周
囲
か
ら
は

歓
声
が
沸
き
起
こ
る
。

と
こ
ろ
で
、
夜
高
と
は

グ夜
高
く
揚
げ
る
も
の
d

の
意
口
砺
波
平
野

の
各
地
で
見
ら
れ
る
が
、
福
野
町
の
も
の
を
除
い
て
、

田
植
え
終
了

の
祝
い
(
田
祭
り
)
を
そ
の
起
源
と
す
る
。
当
初
は
、
ト

ッ
ペ
(
豆
腐
)

行
燈
と
呼
ば
れ
る
小
行
燈
を
手
に
水
田
を
巡
り
、
虫
除
け
と
豊
年
満

作
を
祈
っ
た
と
さ
れ
る
。
庄
川
町
で
は
昭
和
初
期
に
金
屋
・
青
島
の

若
い
衆
が
大
行
燈
に
飾
り
を
付
け
て
村
を
練
り
歩
く
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、
今
日
の
大
型
化
の
始
ま
り
で
あ
る
。

夜
空
に
ひ
と
き
わ
映
え
る
夜
高
行
燈
の
灯
。
そ
れ
を
見
つ
め
る

人
々
の
耳
に
は
、
太
鼓
の
音
に
ま
じ
り
、
夏
の
便
り
が
聞
こ
え
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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6月5白環境の日
6月は環境月間です

6月5日は「環境の日」、 6月は「環境月間」です。

月間中は、環境保全についての理解と関心を深め、積極的に環境

保全活動を行うきっかけとなるよう、「地球とはもっとなかよくな

れるはず」を統一テーマに、各種の行事が全国的に展開されます。

快適で、恵み豊かな環境を守っていくためには、 一人ひとりの「環

境にやさしい行動」の積み重ねが重要です。県民の皆さんも、この

機会に環境を守るために自分たちのできることから始めましょ

っ。

県
広
報
と
や
ま

平
成

8
年
6
月
号

企
画
発
行

富
山
県
企
画
部
広
報
課

富
山
市
新
総
由
輪
1
1
7

告
別

1
3
1
3
1
(県
民
相
談
電
話
)

F
A
X
M
1
3
3
0
0
(県
民
相
談
フ
ァ
ッ
ク
ス

開
チ
ユ
1

工
ツ

可

f
J
け
H
H叶
d

口
H
p
m叩

EE昌嵐長函語圏・・・・・・・
リサイクル社会の建設と市民の役割に関

する講演会
6月28目 黒部国際文化セン ター

(講師早稲田大学教授寄本勝美氏)

E覇軍軍事震軍司・・・・・
県が導入した環境にやさしい電気自動車

の試乗会
6月15日 太閤山ランド

E話題虚墨書E孟笛ヨ・・・・・・・
県内の小中学生の環境月間ポスター優秀作

品の展示

6月6日'"18日 富山大和

6月19日"'24日 ジャスコ高岡庖

6月25日"'7月10日 自然博物園ねいの里
二4

・ー


